４　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はも),葉茂)し唄

　この唄の由来などは前編の「橋津藩倉史＝お倉の廻米」で紹介してあるので詳しいことは省略するが、藩米積み出しのときの祝唄としてうたわれてきたものである。
むつかしい「はも
　この唄のうたえる人は現在誰もいないが、徳島勝治の生前中習った２、３人の者によって辛うじて伝承され

し唄」
ているが、唄のふしが謡曲に似た長い息を必要とする唄であるため、なかなかうたいこなせないようである。


　昭和６年に発刊された奨恵社５０年史によれば、歌詞の間に入っている掛声は、船上にあって勢よく櫓拍子
四国地方にも残っ
をとるときの唱和と想像されるとあり、また「葉茂し」の舟唄は四国の某地に残存することを大正１５年の週
ているといわれる
間朝日で承知したともあり、江戸時代における藩米積出しのときにうたわれた祝唄であったことは間違いない
「はもし唄」
であろう。

　なお、「葉茂し」の替え唄として「御祝」「初春」などの唄もあったとして、その歌詞が奨恵社５０年史に掲げてある。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(は),葉)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(も),茂)　し

ヤーラめでたいな、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごよ),御代)は、めでたの、それはかつ、枝も栄ゆる、ノー、葉茂し。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あらたま),新玉)の年のはじめの、初ゆめに。きさらぎ山のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くすのき),楠)を、船につくりて、今おろす、白金の柱おしたて、エエ、黄金のせみを、ふくませて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おなわて),御縄手)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なわ),縄)にととのいたり。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あや),綾)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(にしき),錦)を帆にかけて、宝が島に、乗りこんで、萬の宝をとり積んで、エエ、こなたの蔵に、納め置く。めでたいな。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごよ),御代)は、めでたの、ソレ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わかえ),若枝)もしげる、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はも),葉茂)し。
